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[資 料]

野鳥へい死の原因調査における

市販有機リン系農薬検出キットの適用性について

細野繁雄 茂木守 野尻喜好 杉崎三男

１ はじめに

埼玉県内において、毎年数回、野鳥の大量死や不審死

が確認されている。このような事案に対して、鳥インフルエン

ザに依るものかを確認し、陰性と判断された場合には、毒餌

による可能性があるとして、環境科学国際センターにおいて

消化器官の内容物について農薬類の検査を行っている。

農薬類の検査は、消化器官内容物を有機溶媒で抽出し、

ガスクロマトグラフ（GC）またはガスクロマトグラフ/質量分析

計（GC/MS）による測定が一般に行われている
１）
が、発生現

場での迅速な検査は困難である。他方、近年、農作物に残

留する農薬を生産現場で迅速に測定する方法として、抗原

抗体反応を利用したキットが多数市販・開発されている２）が、

この方法では、事前に検査する農薬を特定しておく必要が

ある。これとは別に、有機リン系農薬に対して4-(4-ニトロベン

ジル)ピリジン（NBP）が特異的に反応することを利用したキッ

トが市販されている。このキットは、薬毒物による事件・事故

に即応するために開発されたものであるが、食品への適用

性を検討した例
３）

も報告さている。

これまで、当センターが野鳥のへい死に伴って検査した消

化器官（筋胃）内容物から４種類の農薬を検出したが、いず

れも有機リン系農薬であった。そこで、野鳥へい死の発生現

場における検査に、このキットを適用できないか検討した。

２ 実験方法

GC/MSによる農薬の検査終了後に冷凍保存した消化器

官内容物から、表１に示した農薬を検出した４事案の６検体

（事案１及び７の各２検体、事案２及び５の各１検体）及び検

出されていない３事案の４検体（事案３の２検体、事案４及び

６の各１検体）を試料とした。

キットには、関東化学株式会社製の有機リン系農薬検出

キットを使用した。このキットは、水溶液を対象に設計されて

いるため、固形物である消化器官内容物（0.2～0.3g)を蒸留

水（2mL)と振とう・混和し、その水層(1mL)を試料とした。以降

の操作は、キットの付属説明書の手順（図１）に従い、目視に

より判定（赤～赤紫に着色した場合を陽性（＋））した。

３ 結果及び考察

試験した10検体の判定結果を、表２に示す。

GC/MS測定において、フェンチオン及びパラチオンを検

出した事案１及び７（各２検体）は、全て溶媒層が赤紫色を呈

し、陽性（＋）と判定された。また、有機リン系農薬が検出され

ていない事案３（２検体）、事案４及び６（各１検体）は、いず

試料１mLを試験管に分取

表１ GC/MSによる消化器官内容物に係る農薬の検査結果
↓

水浴（100℃）で20分間加熱

発生年月 野鳥の種類 検査検体数
検査結果 ↓

（検出農薬） 混和し、室温まで放冷

事案１ 2005年２月 ハト 15 フェンチオン ↓

事案２ 2005年４月 カラス 1 EPN TEP＊試薬を滴下（２滴）

事案３ 2005年９月 ハト 9 不検出 ↓
＊ﾃﾄﾗｴﾁﾚﾝﾍﾟﾝﾀﾐﾝ

事案４ 2006年１月 ハト 5 不検出 激しく混和

事案５ 2006年１月 ハト 2 フェンニトロチオン ↓

事案６ 2006年４月 カラス 2 不検出 抽出溶媒1mLを加え、転倒混和

事案７ 2006年７月
ハト

5 パラチオン
↓

カラス 目視による判定

図１ キットによる有機リン系農薬の試験法
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表２ キットによる有機リン系農薬の検査結果

供試試料
GC/MSによる キットによる

検査結果 判定結果

事案１
ハト(1)

フェンチオン
＋

ハト(2) ＋

事案２ カラス EPN －

事案３
ハト(1)

不検出
－

ハト(2) －

事案４ ハト 不検出 －

事案５ ハト フェニトロチオン －

事案６ カラス 不検出 －

事案７
ハト

パラチオン
＋

カラス ＋

れも着色が認められず陰性（－）と判定され、GC/MS測定の

結果と一致した。しかし、事案２及び５（各１検体）では、GC/

MS測定で有機リン系農薬を検出しているものの、キットによ

る検査では陰性（－）と判定された。このことは、GC/MS測定

において、事案１及び７（図２(ｂ)）では農薬が大きなピークと

して検出されており、かなり高濃度であると予想されるのに対

し、事案２及び５（図２(a)）では農薬ピークが比較的小さく、含

有される有機リン系農薬が少ないと予想されること、また、蒸

留水による農薬の抽出が不完全である可能性もあることか

ら、キットの検出感度
４）

を下回ったためと考えられる。

４ まとめ

野鳥のへい死に伴う原因調査に、市販の有機リン系農薬

検出キットを適用可能であるかを検討するため、GC/MSによ

る検査後に保存した試料から７事案の10検体をキットに適用

した。

比較的高濃度の有機リン系農薬を検出している２事案（４

検体）は陽性と判定されたが、２事案（２検体）では陰性と判

定された。また、農薬が検出されていない検体を陽性と誤判

定することはなかった。キットを発生現場における判定に適

用するには、加熱装置を必要とする短所もあるが、操作及び

判定は極めて容易であり、有機リン系農薬を故意に餌に混

入させた場合等の比較的高濃度が予想される事案には、充

分適用できるものと判断された。
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図２ 消化器官内容物抽出液のGC/MSトータルイオンクロマトグラム例（（ａ）：事案５、（ｂ）：事案７）
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